
前橋絹文化研究会主催

上毛カルタで「生糸（いと）の市（まち）」として知られる県都前橋

は、製糸業でその礎が築かれました。前橋絹文化研究会は、この絹産

業の調査や街中案内をとおして前橋の歴史的魅力を紹介しています。

今回、前橋市内の絹産業施設・史跡の案内版等の設置や既存施設の

保存・活用について皆さんと考えるシンポジウムを開催します。

絹文化遺産に関心・興味のある方、ぜひご参加ください。

日 時 ３月１０日（日） 午後１時３０分 ～４時

会 場 前橋市中央公民館(前橋ﾌﾟﾗｻﾞ元気21内)5階 501･502学習室

参加費 ３００円

参加者 前橋の絹文化遺産に関心のある方どなたでも

定 員 ８０名（先着順）

申込み 岩崎桂治（TEL 090-5994-4564）

(E-mail:iwasaki-kei@knd.biglobe.ne.jp)

［後援］

前橋市、上毛新聞社
エフエム群馬

お車は中央公民館北側の立体駐車場

をご利用ください

日程と内容

開会 １３時３０分

基調講演 １３時３５分～１４時２０分

演題 前橋藩営製糸所と武蔵屋伴七を追う

講師 野本文幸氏（NPO法人 まやはし理事長）

パネルディスカッション １４時３０分～１６時

パネラー 宮﨑俊弥氏(共愛学園前橋国際大学名誉教授)

笠原実氏(富岡製糸場世界遺産伝道師協会副会長)

栗原知彦氏(ぐんま島村蚕種の会会長)

金子恭三氏(織都桐生案内人の会副会長)

中村武氏(NPO 法人 街･建築･文化再生集団副理事長)

閉会 １６時


